
【光次世代網「ＮＧＮ］】
光ﾌｧｲﾊﾞｰ網を使ったNTTの次世代ﾈｯﾄﾜｰｸ（NGN)

「ﾌﾚｯﾂ光ﾈｸｽﾄ」がｽﾀｰﾄしました。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの開放性と
電話の安全性を兼ね備えた通信網で、大容量の情報
を早く安全に送れるようになります。ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰが重要
とされる医療や教育、行政の分野等への活用が期待
されます。
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馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【人生が変わる瞬間】
今年の「静岡はがき祭り」で、親友の鈴木厚志さ

んが「人生が変わる瞬間」という講演をしました。
「静岡はがき祭り？」何それ？ 凧で有名な「浜松
祭り」や「青森ねぶた祭り」みたいなもの…？
いやいや、まったく違います。
日ごろから人との出会いを大事にしたり、その縁を
大切にするために、葉書を書かれている方々が開い
ているのがこの「はがき祭り」です。

もちろん私のように葉書をあまり書かない人も、
縁を広げるために参加しています。今回も日本全国
から、大勢の方が静岡に集まりました。

厚志さんは、農園を経営しているのですが、障害
者雇用の実績が評価され、昨年『内閣総理大臣賞』
を受賞しました。出会った頃は、家族経営の小さな
農園だったのに、十数年でこんなに立派になるとは
想像もしませんでした。私が十数年で変わったこと
といえば、このお腹と、髪の毛だけです。（涙）

実は厚志さんは、最初から障害者の雇用に積極的
だったわけではありません。

当時、農家が求人募集をしても応募してくるのは、
お年寄りや障害者の方だけでした。最初のうちは何
かあっても困るので、障害者の方はお断りしてきた
のですが、断られ、悲しそうに帰って行く親子の後
ろ姿を見た時、「笑顔創造」という理念を掲げてい
るのに、目の前の方達に辛い思いをさせている事に
気づいたのです。

家族の反対や、今いる社員さんたちの反応が怖
かったようですが、実際に採用してみると意外や意
外！障害のある方達が入社したら、それまでギスギ
スしがちだった職場がやさしくなり、業績も増収増
益になったそうです。

もし「笑顔創造」という理念がなければ、障害者
の雇用も、内閣総理大臣賞もなかったでしょう。
厚志さんにとって、この理念が出来た時が「人生が
変わる瞬間」だったのかもしれません。

「これは、社員さん達みんなで頂いた賞だ！」と
賞状をコピーし、一人ひとりに厚志さんから手渡し
したという話を聞き「この社員たちと一緒に素敵な
農園を作っていくんだ。」という厚志さんの思いや、
優しさが感じられました。それと同時に、こんな仲
間と出会えた私は、本当に幸せだと思いました。

【何の為に！？】
先日の経営塾で杉井先生が「小野さん、５Ｗ１Ｈ

を言えますか？」と質問してきました。
どんなに英語が苦手な私でも５Ｗ１Ｈくらいは言え
ますよ！ 私、言ってやりましたよ！ 大きな声で
「５Ｗ１エイチ～！！」と･･･(笑）

ご存知だと思いますが、５Ｗ１Ｈとは、いつ（Ｗ
ｈｅｎ）、どこで（Ｗｈｅｒｅ）、誰が（Ｗｈｏ）、
何を（Ｗｈａｔ）、どのように（Ｈｏｗ）のそれぞ
れの頭文字をとったものです。 あれ？これだと４
Ｗ１Ｈで、Ｗが一つ足りません！ そう、最後のひ
とつは、なぜ・何の為にのＷｈｙですね。

杉井先生は、この６個の言葉はそれぞれが同列で
はなく、成功する人は「何の為に(Ｗｈｙ)」から考
え、成功しない人は「何をやろうか？(Ｗｈａｔ)｣
などから考えると言うのです。「何の為にやるの
か？」という目的が明確でないと、やり方・やる
事・やる時期は決まってきません。目的をしっかり
押えて企画することを伝えてくれたのです。

ある資料（新聞）に三千五百人に働き甲斐を聞い
た結果が出ていました。「自分の成長」や「達成
感」などが上位に入る中、もっと上位でもいいので
は？と思う「賃金のため」は七位でした。その調査
は「生きるために働く必要がなくなった時、人は人
生の目的を真剣に考えなくてはならなくなる。」と
いう経済学者ケインズの言葉で締めくくられていま
した。何のために働いているのか？どんなに成功し
て、お金がいっぱいあっても、それが本当の幸せか
どうかは、その人でなければわからない事です。

確かにお金は必要かもしれませんが、「働く意
味」を見出せないとお金だけでは幸せになれないの
かもしれませんね。

一時は年収三千万円を越えた、ライブドアの元取
締役は、「何のために働くか？」など考える暇もな
く、お金を追い求め、世の中の注目を集め、やりた
い放題の結果、仲間や同僚、そして信頼など、多く
の大切ものを失ってしまいました。留置所でつけて
いた日記には、家族宛に「ごめんね。ようやく気付
いた。一番大切なものは金でも、名声でもなかっ
た。」と記していたそうです。自分の人生、会社経
営、また小さな行動でも、常にこの「何の為に？」
を明確にする必要がありそうです。それ無しに何を
やっても場当たり的なものにしかなりませんし、良
い会社、良い人生にもなりませんね！
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